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水稲収穫機械化に関す　る研究

－バインダーの現地利用実態調査－

阿　部　字　音・橋　本　重　雄

浅　野　功　三・門　脇　　　豊器

（山形県農試）

1．ま　え　が　き

水稲の収穫機械化体系を確立するため，昭和41年秋に

はじめて県内に20余台のバイソダー（クボタHC－75型

）が導入された。

ところが，バインダーの能率・精度・耐久性につき調

査した事例がなく，経済性の追究とさらに効率的利用方

法を考究し．合理的な水稲収穫作業の機械化を図るため

調査した。

2．調査地および導入経過

調査地域は山形県新庄市大字塩野地区で，農業構造改

善事業の近代化施設の一環として，水稲枚枕化一貫作業

に必要な機械の導入が計画され，その中のバイソダー

（クボタHC－75型）20台が導入された。

3．利用は場の概況

本地域は，畑から水田に開田した造成田で1－3年を

第1表　　バ　　イ　　ソ　　ダ　　ー

計

注．（）内は数字平均

曽現山形県農業改良課
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経過し，ほ場は20（Z（207花×100m）区画で，耕盤が定

まらず，水田は一般に排水状態が悪く，とくに秋期の地

上停滞水によるバイソダーの走行には劣悪の条件下にあ

る。なお，バインダー利用を前提とした計画的な栽植様

式がとられていないため，湛水直播では30e耽の粂間で播

種されているので2粂刈りに制約された。

水田経営面積510．5加のうち移植栽培が378．5あα，直

播114．47は，植苗紙17．6血αの作付方法がとられ栽植様式

も定まっていない。

4．利用の概況

利用集団は1戸平均約4．3JMの水田経営農家で，バイ

ンダー1台当り4～8戸の農家で1班を組織し，118戸

の農家が20集団として平均5戸の共同利用を行なってい

る。

バイソダーは各班に1台を配置し，責任者のもとに作

業日詰を備え，毎日の作業実績，故障発生状況，部品供

給，紐の消費状況等が明らかに記入されている。これら

利用集団農家の対象水田面積は第1表に示すとおりで，

バインダー利用面壇は179．6んαであり，全対象面徳の35

利　　用　　の　　実　　態

％が利用率となっている。

利用面横を作付様式別にみると（第1表），移植は75

．7％の138．2加，湛水直輔は24．3％の41・5加となってお

り．植苗紙には利用されていない。

稼動期間は23～35日間で実稼動日数は15～27日で，平

均稼動率は81．7％とかなり高い。このように稼動期間が

長いことは移植と直播が併用され，経営規模が大きいた

め，田植期間の巾による成熟格差の両面の理由があげら

れる。

1台当りののべ稼動両横は3．4～16．2あαで平均8・射場

となっている。1日平均の稼動時間6．3九αであり．10α

当り所要時間は平均1．5九αで，時間当り6．1αとなって

いる。

1台を運転するりに必要な組作業人員は4～6人で平

均4．8人を単位に作業が行なわれている。

現地における10α当りの刈取り，杭掛までの所要労力

は2．9人であるが，県平均の水稲刈取りと杭掛の所要労

力は5．5人であるから，バインダー導入による省力化は

明確である。さらに，当地域の労力事情と経営規模を対

照すれば雇傭労力に依存しなければならない現状は明ら

（2喜ヲ昭利（81．7）い溝7 （2邪1（写躇l（…謂闇路
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かで，このような省力化ができたことは機械化に期待す

るところが極めて大きいものがあると言えよう。

5．利用結果からの開法点

利用組織単位は4～8戸で1声のバインダーを輪番制

に利用するため，使用技術の会得が乏しくこれが故障発

生頻度を高くしている。

バイソダー利用において降市盲とは場条件に制約され計

画的利用が困難であった。利用農家の実態は結束部で束

の大きさの調整ができず，東が大きいため杭掛を行なう

場所までほ場内搬送，杭掛の過程で束処理および脱穀時

の穂の乱れから扱残し等に問題があるとしている。

しかし，本年度の利用結果から刈取不適応の栽植様式

の改善と品種の適正な組合せ等の集団栽培を実施すれば

利用面横の拡大は可能である。なお，利用集団の構成は

1戸平均4．37昭の経営面横から1台当り3～4戸集団で

12～167は程度が望ましと考えられている。機械利用につ

いては，専任オペレーターと組作業ができる共同利用体

制の組織の整備が望まれている。

6．故障発生の要因と実態

故障発生頻度は第2表のとおりであるが，この故障発

生について要因別に分類整理すれば次のとおりである。

1．は場条件に起因するもの

tlI　走行部および動力伝達機構

べべルギヤの破扱，主クラッチバス，ブレーキおよび

動力伝達機構等の故障発生頻度が高い。とくにべベルギ

ヤの破損が多く，その発生要因はほ場条件から走行にか

なりの無理が入り易いことと思われる。

12）引起部

引起し爪の政損は．機体部分沈下による機体の上，下

による折税が要因と考えられる。

13）刈取部

周囲刈りの際，畦畔接触のため放出アームの支え杵の

折損がみられる。要因はオペレーターのテクニックもあ

るが，ほ場条件からの互進性が阻害されたためである。

第　2表　現地利用農家集団における故障発生頻度と調整の実態

止

阻○中の数字は故障発生回数，Cはクレームをあらわした。

力
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第　3　蓑　　バイソダー修理費（部品代）

回

支

計

（づ50Ⅷ0
（1）l（1）

計 ‰困3，（‰極 思0閲42，950
注．（）内は数量。

2．使用操作および保守管理に起因する

山　搬送部ロールピソの破損が多い，また搬送部の回

転羽根の破損がみられたが，これは供給過剰が要因と考

えられる。

（2I　各部駆動チェーンの切断は，ほ場走行条件と供給

過剰並びにチェーン自体の強度不足が要因と考えられ

る。

13）走行部の故障は注油を怠ったり，ほ場条件が惑い

ため走行に支障をきたしている。

3．機械自体に起因する

結束部ニードルブラケットの亀裂は全磯にわたり．と

くに結束および束の放てきの際にかなり荷重のかかる部
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分なので材質載慶の改善が必要であり，チェーソの強度

ブレーキバネの破損も材質強度が問題である。流れ止

め板は，わら杵押え杵のスポット熔接部の離脱が多い。

これは熔接部の亀裂がみられるので工作法の検討が必

要である。

結束郡全体のクレームが3件あったが，破扱調整の程

度によって部分的交換では不可能であった点から結束機

構の調整上の問題を再検討する必要がある。

7．修理費の現況

本年度は導入初年度のためメーカーのアフターサービ

ス主体となったため，実質的な修理費として．第3表の

とおりで，パーツ代として1台1，395円～5，270円平均

2，148円となっており極めて少ない。しかし，ニードル

ブラケット，ブレーキバネ，流れ止め板，わら杵押え杵

等は，殆んど交換あるいは熔接を行なっている。それに

第　4　表　　バインダー利用の経済性の試算

1試算の前提

（1）能率1．6hr／10α，6α／hr1日稼動時間10hrとして1日当り作業量　60α…・（平常）

1日稼動時間15hrとして1日当り作業量　90α…・（夜間作業含む）

（2）辟動期間　刈取適期巾を25日間とし，県平均稼動率を0・692として（25×0・692）17・3日…・（18日）

（9）穆動時間，面積10hr稼動の場合18日×10hr＝180hr180hrxO・6ha＝10・8ha

15hr稼動の場合18　×15　＝270　　270　×0．6　＝16・2

（勧　購入価格　450，000円

2　年間の運営経費（1の条件から）

1．減価償却 450，000円　パ年

2．修繕料 減価償却の塊

3．燃　　料

ガ　ソ　リ　ン（平常）
（夜間）

エンジンオイル（平常）
（夜間）

ギヤオ　イ　ル（平常）
（夜間）

小　　　　　計（平常）
（夜間）
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→15，100

4．材料費 ジj－ト紐代10α一二2．8物×10．8ゐα＝302．4毎×＠240円；73，576円…平常
〃　　2．8　×16．2　＝453．6　×　240　＝108，864　…夜間

‘．租税公課 6ト仇000円×0・875（残存年）＝393・750円393・700円×諾…6・100

7．金　　利 450，000円×0．066；＝2，970

8．附帯経費 1＋2・3×0・05腰溜3円淵椙瀾円

計

3　刈取り原価

（l）時間当り　394，000円／180hr云2，189円…・平常

448，000／270　云1，659　…・夜間

（2）面積当り　394，000円／1，080α≦3，649円／10α…・平常

448，000／1，620　＝2，765／10（い‥・夜間
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刈刃の損傷摩耗等はとくに大きい。

8．′くインターの経済性と試算

本年度の稼動実穀を基本にして．能率10α当り1．6ゐα

時間当り6α，期間平均の稼動時間10九α，特に夜間作業

を考慮した際15ゐ庁とみて，刈取適期巾を25日間として県

平均の稼動率により稼動日数を積算し，第4表の資料を

前提として試算した。これから刈取原価を評価するなら

ば，年間180厄稼動の場合，時間当り2，189円，年間

270厄稼動の場合．時間当り1，659円となる。

これより10（Z当り刈取原価をみると，年間10．8加の場

合3．649円，年間16．2ゐαの場合，2，765円となる。

県平均の刈取り杭掛までの人力による所要労力は10α

当り5．5人で，1日の労賃1，800円とすれば9，900円で

あるから，バイソダーの経済的有利性は明らかで，雇傭

労力に依存する農家にとっては精神的苦労からも解放さ

れる。

9．結　　　　　論

現地調査の結果からパイソダーの実用性は機械的改善

点を伴った上ではかなり高い。したがってこれらの結果

からバインダーの利用対策として，利用条件，故障発生

の要因．機械的改善点等の条件，要因を具体的現象から

検討し，これが利用条件を整理すれば次のとおりである。

1．ノミインダーの能率は．10（Z当り1．6hrであった。

2．能率の拡大，あるいは低下の要因としてほ場条

件．秋期地上停滞水による土壌水分，硬さ，相の立毛粂

件，栽植様式に対する機械の適応性等非常に制約され易

い。

3．ノミイソダーの回行部分と畦畔際は予め手刈りを行

なえば，躇倒し等の刈残しが少なく，作業の能率，精度

等の向上が可能となる。

4．結束の位置は　運搬，杭掛等の東の取扱い上から

も，現在より10m程度は上方結束を行なう必要がある。

5．機械の工作上の問題として，各部調整個所を簡易

化し，材質，工作法，栽培の栽植様式に対する適応性を

拡大する機構が必要である。作業能率∴精度に著しく影

響する。

6．刈取期間中の負担面横は，バインダー利用の実例

からみても1柚α程度まで面横拡大の可能性はある。

7．バイソダーによる刈取原価を試算すると人力作業

による刈取原価より低いので経済性はある。しかし，全

体の経費からみると結束に使用する紐代が占める比率が

大きく，安価にすべきである。

8．移植，直楢を併用し稼動期間を拡大し稼動率を高

めている。さらに集団栽培と結びつけた品種の適正な組

合せ等の栽培方法も併せて改善する必要がある。

9．バインダーの利用については，機械の耐久性，能

率，精度を高めるには，専任のオペレーターを決め．技

術の向上に努めなければならない6

10．利用組級を整備し，紐作業体制による効率稼動の

推進をはからなければならない。


